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自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

神奈川県川崎市宮前区犬蔵2-37-15

事業所は東急田園都市線「たまプラーザ」駅から徒歩15分ほどの、戸建て住宅やマ
ンションが建つ住宅地にあります。周辺には保育園、小学校、中学校があるほか、
街路樹や公園の植栽など緑豊かな暮らしやすい環境になっています。運営法人は株
式会社ツクイで、全国で福祉事業を展開しています。
＜優れている点＞
開設時から継承している事業所理念の一つ「寄り添う」ことを大切に考えていま
す。例えば、利用者への支援が“作業”にならないよう心がけたり、利用者と1対1
で話をする時は共感と傾聴に努めています。利用者同士で雑談をしている様子を観
察し、その中から本人の本音を拾うこともあります。認知症であっても「ごまかし
はきかない」ことを認識し、一人の人として対応するように徹底しています。ま
た、医療面に関しては、内科、精神科の事業所の協力医の訪問診療のほか、眼科の
訪問診療も可能です。看護師をスタッフとして配置しているので、利用者の変化に
速やかな対応ができます。自立支援のために薬の使用は最小限に留めるようにし、
スタッフのさり気ない支援で対応するようにしています。
＜工夫点＞
理念に基づいた適切な支援のための「ルールブック」、ケアプランにつなげる根拠
になるもの「24時間シート」を事業所独自で作り、スタッフ間の情報共有などに生
かすためのツールとして活用しています。
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36 ～ 55

認知症対応型共同生活介護

グループホームの役割として認知症の病歴をお持ちの入居者様の不穏なことや困り
ごとを聴く心を重んじ我々の諸先輩方に対し現在の生活を高度経済成長時代以前か
ら作って頂いた恩返しの意味も込め頑張ってきたご褒美と思って頂いたら嬉しく思
います。当ホームでは人が人に対しての寄り添いと思いやり、誹謗中傷、無視など
はご法度と業務では次の人のことも考え繋げていく気持ちを意識し困ってる人がい
たら手を差し伸べるという気持ちを持っていただききたいとスタッフに伝え一緒に
物事を考え組み立てています。また、薬に頼らない介護も目指しています。お身体
の状況より当初服薬された薬が今は必要なのかをご家族様、訪問医、看護師、計画
作成担当者、管理者で連携しお客様の身体を考えております。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

令和5年5月31日令和5年2月6日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

定員　計

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

株式会社フィールズ



56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

 事業所名 ツクイたまプラーザグループホーム

 ユニット名 すみれ・1階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



ツクイたまプラーザ　グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

会議は偶数月の第三日曜日を基本として開催
していましたが新型コロナ感染拡大蔓延防止
の懸念から今まで同様の施設の運営や会社の
状況のほか資料は作成し配布時にご意見、ご
要望をいただく書面と返信封筒を添えてお送
りいただくことでご家族様などの意見交換を
重視しています。

コロナ禍で、運営推進会議は書面で
行っています。家族と地域包括支援セ
ンター職員が参加しています。事業所
の現状をできる限り詳細に報告し、合
わせて事前に寄せられた家族からの意
見・要望などを添付して、面会できな
い家族に寄り添えるよう努めていま
す。

指定介護保険事業者、集団指導講習会はコロ
ナ禍でＷＥＢ開催閲覧で、施設の管轄保険者
の生活保護課とは必要時に連絡し、担当者と
連携させていただいております。

宮前区の窓口とは介護認定や本人支援
に関することなど必要に応じて連携し
ています。地域包括支援センターとは
コロナ禍のため対面する活動は控えて
います。コロナの拡大時に川崎市から
の手袋やアルコールなどの応援物資が
あり、大変助かっています。

新型コロナ感染前には地域の体操や催しへ参
加しておりましたがコロナ禍では施設クラス
ターなどの懸念から外部よりの以前おこなっ
ていました以下の
・中学生の福祉体験
・地域包括認知症カフェ
・地域体操（毎週金曜日）
・保育園お遊戯会
の交流などを取り辞めております。

自治会に加入し、地域包括支援セン
ターでの活動や中学校・保育園との交
流、公園での体操など、積極的に地域
と関わってきましたが、新型コロナウ
イルス感染症の影響でほぼすべての活
動を停止しています。そうした中でも
電話等による認知症やグループホーム
に関する問い合わせはあり適切に対応
しています。

非常時に互いに助け合うこと
ができるよう、日頃からの地
域との連携が重要です。自治
会や地域住民の運営推進会議
や消防訓練への参加要請など
が期待されます。

自治会費を納めツクイ経営理念の地域に根付
いたサービスも含め暮らしの介護の困りごと
などで共有できたらと思っています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

各ユニットの事務所に掲示しております。新
型コロナ感染前には毎日の朝礼で申し送り後
に唱和し意識を高めて取り組んでおりました
がコロナ禍では飛沫感染の懸念から社訓のみ
を唱和しております。

事業所理念の一つ「寄り添い」を大事
にしています。利用者への支援が“作
業”にならないよう、一人ひとりの思
いに寄り添う支援を心がけています。
理念に沿った支援ができるよう独自の
「ルールブック」を定め、基本に忠実
な介護を徹底しています。

株式会社フィールズ



ツクイたまプラーザ　グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

第三者評価のアンケート結果や回覧などで見
える化を図っております。

家族からの運営に関する意見や要望
は、運営推進会議前に収集される「お
客様のご意見・ご要望」によって聴取
しています。認知症の症状により本人
と認識がぶつかることもありますが、
誤魔化さずに正面から対話して信頼に
つなげています。

地域において自立した生活が送れるよう、現
在は成年後見人を利用しているお客様はおり
ませんが、社内研修時に必要性を話す機会を
設けています。

契約時は、最初に郵送でお送りし読んでいた
だき契約当日に説明も兼ねて質問を先に考え
ていただくシステムをしています。解約に関
しても契約時にご理解をいただき特に料金ト
ラブルにならないように説明し納得をしてい
ただき署名をいただいております。料金改定
時には変更合意書と新、旧の料金表を添付し
説明で署名をいただいています。

運営推進会議の資料でご家族様などに身体拘
束、虐待防止・禁止について配布しておりま
す。職員には事業所研修で年2回の開催をおこ
なっています。
身体拘束・虐待防止対策委員会を2か月に1回
開催し適切なケアを心がけております。

「身体拘束・虐待防止委員会」を2ヶ月
に1度開催し、また身体拘束や虐待につ
いて具体的な行為や不適切なケアにつ
いてのマニュアルを整備し、年に2回研
修を行っています。事務室には「身体
拘束に関する宣言」が張り出されてい
ます。

虐待防止対策委員会を2か月に1回開催しプラ
イバシー保護・認知症ケアなどお客様へ適切
なケアをおこなう取り組みをしております。

「身体拘束・虐待防止委員会」を2ヶ月
に1度開催し、研修は年2回行っていま
す。虐待や不適切なケアについては、
“家族に説明できるかどうか”という
明確な基準を設けて対応しています。
スタッフは年1回、セルフチェックで自
ら確認しています。

株式会社フィールズ



ツクイたまプラーザ　グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

コロナ禍で実施ができておりません。

最初に入居希望の見学説明の段階にお話を聴
いておき、ご本人のお話を傾聴と共感より紐
解き、ご本人様の安心とされること＝ご家族
様の安心も含め傾聴から初めております。

給与水準は、ある程度定まっていますので管
理者が操作できるものではありませんが、労
働時間などのシフトについては職員の希望を
募り翌月の勤務へ反映させております。また
環境整備ではできる限りストレスが無い様
に、またお客様に関する必要な物は購入して
おります。

勤務時間やシフトについては可能なか
ぎり希望に沿うよう対応しています。
また所長はスタッフに疲労やストレス
がないか注意を払っています。業務に
必要なマニュアルや福利厚生などは法
人全体でよく整備され、事業所での実
施も徹底しています。

「できるか、できないか、」を考えないで
「やるか、やらないか」を職員にお願いして
います。社内研修は今はＷＥＢでの開催に
なっておりますが事実事業者内で関わること
も多いので時間を設け開催しています。社外
はコロナ禍で実施できていませんが資格の更
新などの講習は事業所負担で参加していただ
いています。

基本的な社内研修は法人として職種
別、階層別に整えられ、毎月の研修は
現在WEB開催となっています。受講者は
受講後「研修記録シート」を書き、所
長が確認しています。「自己啓発支援
制度」や「資格手当」の制度もあり
しっかり運用されています。

朝礼や申し送り時、月1回のミーテイングなど
で出た職員からの意見・提案を反映し改善に
努めています。

所長とスタッフは何でも相談し合うと
いう土壌が形成されています。新型コ
ロナウイルス感染症のガイドラインは
職員で作成しました。物の不足や機器
の不具合など積極的に提案が出てお
り、利用者のための支出は基本的に実
現するようにしています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

コロナ禍で面会中止などで実施ができており
ません。
傾聴でのお話の中で現在は聴き取り共感をさ
せていただいています。また、暖かくなって
きましたらホーム外での感染対策で面会の再
開を予定しています。

コロナ禍で馴染みの場所への外出や友
人の面会などはできませんが、好きな
ことや得意なことなど以前の暮らしに
関する情報を本人や家族から聞き出す
よう努めています。カラオケが好きな
人、切り絵が得意な人には必要な準備
をしています。

時間に追われ作業にならないように常に余裕
を持つことやお客様重視の意識をお願いして
います。

今のコロナ禍ではご面会中止をお願いしてお
りますが、基本は一番の薬は「ご家族様に会
うこと」と考えます。ご本人だけではなく、
ご家族様がホームに何を想うことが個々に
違っていますのでそこの把握も知ることと
思ってお願いしています。

入居希望の説明から入居までの、ご家族様が
お困りのことを聴き出来ることはホームでお
こなうなど安心していただける入口を作る努
力をしております。

傾聴しできること、出来ないことをお話しご
理解をいただいております。
また、できないことはできる努力に近づけて
お話させていただきます。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

入居時より家族の聞き取りからホームでの過
ごし方を見ながらご本人が、どんな生活など
をしてきたのかを紐解きホームでの暮らしも
ご自身に沿った環境で暮らしていただけたら
と思い寄り添っています。

日々の業務に追われることなく職員で共感で
き物はみんなで見た聴いたことの支援を介護
記録に落とし看護師も医療との連携で健康状
態を維持しながらできることをお客様にお願
いしております。

退去清算が終了しても、ご連絡などをしてい
ただけたらご対応できる体制をお話させてい
ただいています。

普段から意識できるように朝礼で声かけでは
なく言葉かけを大事にと伝え共感と傾聴を大
事に研修でも接遇マナーを身につけていま
す。

利用者と1対1で話をする時は共感と傾
聴を心がけています。利用者同士で雑
談をしている様子を観察し、その中か
ら本人の本音を拾うこともあります。
会話でのコミュニケーションが難しい
場合は、表情や行動から判断し、ス
タッフ間で常に共有しています。

お客様の身体状況やコミュニケーションなど
考慮しフロアの席配列などを考えお客様同士
の関わりをさせていただいています。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

訪問医を月2回第2、第4火曜日に往診していた
だいています。往診での内容などはご家族様
へ状況報告書で報告し他機関の受診などは紹
介状を書いてもらいご家族様と連携しお客様
の身体状況が良い方向に結びつけておりま
す。

月2回は内科、月1回は精神科の事業所
の協力医の訪問診療を受けています。
その他、眼科の訪問診療も可能です。
訪問医に付き添う看護師のほか、看護
師をスタッフとして配置をしているの
で、利用者の健康管理など安心な医療
面となっています。

ご本人様、ご家族様の意向を重視し都度の
ニーズに合わせ既存のサービスだから考えず
多方面からの考えや今、お客様が何を望んで
いるのかを想いそれに近づけて取り組んでお
ります。

地域の資源は大事なことで関わりも含め、ご
本人様が安心安全で暮らしていけるように考
えております。

ご本人、ご家族様のホームでの暮らし方など
を聞き取り、今必要なサービスが適切である
かを朝礼時には介護の申し送りなどで反映を
図っております。

入居後は暫定版のケアプランで様子を
見ています。その後、長期1年、短期
3ヶ月目標のプランに移行しています。
モニタリングは3ヶ月ごとに行います
が、事業所独自の「24時間シート」で
日々の状況を記録し、見直し時の根拠
として生かすようにしています。

24時間を通してお客様の身体、生活状況を現
在は介護記録をタブレット端末に入力し全員
で共有し変化時は医療へ繋げたり介護の見直
しに役立てております。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

事業所で緊急時、急変時の研修をおこない初
期対応として人命優先をお願いし救急搬送の
初動対応をお願いしその後、管理者へ報告ど
もよいとしている。現在は救急要請無しのお
客様はいませんので救急車到着まで約6分の意
味を伝達し管理者に電話している時間を救急
要請に変換をお願いしています。

ホームは水害は無いので火災、地震を想定し
た年2回の消防訓練と避難訓練をおこなってお
ります。身近な期間では1月にお客様の避難方
法の一部として身近にある毛布を利用して体
重のある方でも引きづりながら非常口まで避
難誘導などの実践を心がけております。

BCP（事業継続計画）を作成していま
す。年2回、夜間を想定した消防訓練と
避難訓練を行っています。介護度が高
い利用者を毛布を使い避難場所まで移
動する方法も実践しています。備蓄品
リストはありますが、水（賞味期限切
れのため、購入予定）や食品に関して
未記載になっています。

備蓄品に関しては、事業所に
必要な物品の確保をし、リス
トを基に適切（個数や賞味期
限の確認など）に保管・管理
をすることが期待されます。

ご家族様の希望の病院を優先し、ホーム側の
特定の病院を設定し病院との関わりを連携
し、いざという時に迅速な流れにしお客様や
ご家族様に安心していただけるようにしてお
ります。

状態をご家族様へお伝えし訪問医と連携し往
診時にホームに来ていただき先生より説明し
ていただきホームで最期までの支援をさせて
いただく取り組みをさせていただいておりま
す。

入居時に「重度化した場合の対応に係
る指針」で説明しています。その後医
師が重度化と判断をした場合は再度家
族と話し合っています。定期的な研修
でスタッフは「看取り」について学ん
でおり、利用者の最期を支援する体制
をつくっています。

介護職員は日常の観察などを看護師に介護記
録や情報を対面で伝え、特に入浴時の皮膚状
態を共有し合える環境をつくり支援させてい
ただきます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

食は楽しみのひとつなので、コロナ禍でイベ
ントも開催出来き兼ねますがお客様に何を食
べたいですか等を傾聴し喜んでいただくよう
に一緒に片付けもお願いしています。

食事は運営法人の自社工場から届く調
理済み食品を主に湯煎をして提供して
います。手作りをする時は利用者は食
材の下ごしらえから手伝っています。
パン好きな利用者が多く、週2回の移動
パン屋を楽しみにしています。誕生日
はケーキで祝います。

職員側の決まりは皆が基本をブレないことや
やることなどを一律で共有することを位置づ
けているもので、事業所の理念おひとつでは
「ご利用者様の意思を大切にします」を考え
支援しております。

ご自身でできる方以外は傾聴しております
が、お気に入りがありご家族様の要望もあ
り、着替えを普段と違う服を着ても着替えて
しまうこともあります。

お客様の人権の尊重としてプライバシー・人
権擁護に関する研修を実施し排泄介助などで
羞恥心に配慮しています。

理念に基づいた適切な支援のための事
業所独自のルールブックを作成してい
ます。年間研修計画より接遇マナー、
認知症ケア、プライバシー保護などの
知識や理解を深めています。認知症で
あっても「ごまかしはきかない」と認
識し、「一人の人としての対応」に
日々努めています。

飲みものひとつにしても、こちら側の都合に
ならないようにし水分補給などでは飲みたい
ものを飲んでいただきたいと思っています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

排便のコントロールも必要ですがなるべく自
然に排泄できる取り組みを考えています、
個々のＡＤＬを観察しトイレに座ると排泄さ
れる方などもいますので介護側が面倒臭いこ
とが無いようにしています。

明日は入浴日ですよ、とか今日は入浴ですと
と話されても忘れてしまうこともあります
が、例えば拒否されたりしましたら次の日に
するなどの清潔な配慮をさせていただいてお
ります。

浴室は一般家庭で馴染んでいる広さや
浴槽の大きさになっているので、落ち
着き感や安心感があります。浴槽の湯
は一人ひとり入れ替え、皆一番風呂を
楽しんでいます。シャワー浴対応の場
合も湯を流し続け、体が温まるように
配慮しています。

口腔ケアはご自身でできる方はお願いし出来
ない方は職員が対応しています。訪問歯科で
は2か所往診をお願いしご家族様の意向を聴い
たところにお願いしています。

オムツ、リハパンを使用してもトイレでの排
泄の自立を目標に考えております。失敗はご
本人様だけの目標ではありませんのでトイレ
への誘導もしつつ支援をさせていただいてお
ります。

トイレでの排泄を基本に考えていま
す。排泄支援に関し、本人が自立して
いる場合もその後をさり気なく確認し
ています。その他、定時誘導をする、
ポータブルトイレを併用する、状況に
応じて夜中もトイレに誘うなど個別に
対応しています。

介護記録を参照し申し送りなどでお客様の状
態を把握し看護師も含め特に水分は1日の摂取
量に気をつけ飲んでいただいております。時
には甘い飲み物を購入したりしています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

お客様が個人で金銭を持つことは時に制限は
ありませんが事業所での金銭管理はおこない
ませんのでそこの部分は気をつけておりま
す。

ホームでの生活として、リビングでの共有部
分でのコミュニケーションを大事にしコロナ
禍でもできることをおこなっております。

コロナ禍で外出は自粛しておりますがホーム
内のエントランス前で椅子に座ってお話をで
きる限りしております。

運営法人の考えもあり、コロナ禍以降
は玄関前で外気浴をする程度に留めて
います。今年はドライブを兼ねた花見
に出かけています。年間計画内の外出
行事に関してはコロナの状況を見なが
らの検討としています。家族との個別
外出に関しても同様です。

なるべく、ご自身の生活スタイルに合わせて
寝たい時に寝ていただいたり、日中もお昼寝
など個々のお客様のスタイルでお願いしてい
ます。

できれば、薬に頼らない介護をめざしており
ます。薬には必ず副作用というリスクがあり
ます。ご家族様、往診医、計画作成担当者、
看護師と連携し減薬を考えています。
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ツクイたまプラーザ　グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

契約時には、ご家族様の意向や馴染みの物を
居室に置いていただき少しでも環境が心地良
く思い過ごせていただけるようにさせていた
だいております。

事業所の備え付けがあり、不便はあり
ませんが、仏壇、テーブル、イスと
いった調度品や写真、小物類など持ち
込み、本人の人柄や暮らしぶりが窺え
る居室もあります。居室担当スタッフ
を中心に整理整頓や不足品の確認など
支援をしています。

お客様が迷わないようにトイレの位置や居室
がわかるように配慮させていただいておりま
す。

高齢者の方が年齢に応じた状況などを考え、
以前に住んでいた環境をご家族様い傾聴し居
心地よく過ごしていただけるように取り組ん
でおります。

清掃、換気、消毒を丁寧に行っていま
す。陽光が眩しい時はカーテンで調整
をしています。季節を感じる制作物は
利用者と作り、壁に展示をしていま
す。リビングのテーブルで昼食の食材
の下ごしらえを手伝った後、利用者同
士が和気あいあいと談笑する居心地が
良い空間となるようにしています。

リビングでは共有コミュニケーションの場で
すので、個々の方を考えて席の配列をしてい
ます。

ご家族様へはコロナ禍で面会ができていない
のでお電話の取り次ぎをおこなっています。
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 ツクイたまプラーザグループホーム

 ユニット名 すずらん・2階

　Ⅴ　アウトカム項目
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ツクイたまプラーザ　グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

会議は偶数月の第三日曜日を基本として開催し
ていましたが新型コロナ感染拡大蔓延防止の懸
念から今まで同様の施設の運営や会社の状況の
ほか資料は作成し配布時にご意見、ご要望をい
ただく書面と返信封筒を添えてお送りいただく
ことでご家族様などの意見交換を重視していま
す。

指定介護保険事業者、集団指導講習会はコロナ
禍でＷＥＢ開催閲覧で、施設の管轄保険者の生
活保護課とは必要時に連絡し、担当者と連携さ
せていただいております。

新型コロナ感染前には地域の体操や催しへ参加
しておりましたがコロナ禍では施設クラスター
などの懸念から外部よりの以前おこなっていま
した以下の
・中学生の福祉体験
・地域包括認知症カフェ
・地域体操（毎週金曜日）
・保育園お遊戯会
の交流などを取り辞めております。

自治会費を納めツクイ経営理念の地域に根付い
たサービスも含め暮らしの介護の困りごとなど
で共有できたらと思っています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

各ユニットの事務所に掲示しております。新型
コロナ感染前には毎日の朝礼で申し送り後に唱
和し意識を高めて取り組んでおりましたがコロ
ナ禍では飛沫感染の懸念から社訓のみを唱和し
ております。
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ツクイたまプラーザ　グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

第三者評価のアンケート結果や回覧などで見え
る化を図っております。

地域において自立した生活が送れるよう、現在
は成年後見人を利用しているお客様はおりませ
んが、社内研修時に必要性を話す機会を設けて
います。

契約時は、最初に郵送でお送りし読んでいただ
き契約当日に説明も兼ねて質問を先に考えてい
ただくシステムをしています。解約に関しても
契約時にご理解をいただき特に料金トラブルに
ならないように説明し納得をしていただき署名
をいただいております。料金改定時には変更合
意書と新、旧の料金表を添付し説明で署名をい
ただいています。

運営推進会議の資料でご家族様などに身体拘
束、虐待防止・禁止について配布しておりま
す。職員には事業所研修で年2回の開催をおこ
なっています。
身体拘束・虐待防止対策委員会を2か月に1回開
催し適切なケアを心がけております。

虐待防止対策委員会を2か月に1回開催しプライ
バシー保護・認知症ケアなどお客様へ適切なケ
アをおこなう取り組みをしております。
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ツクイたまプラーザ　グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

コロナ禍で実施ができておりません。

最初に入居希望の見学説明の段階にお話を聴い
ておき、ご本人のお話を傾聴と共感より紐解
き、ご本人様の安心とされること＝ご家族様の
安心も含め傾聴から初めております。

給与水準は、ある程度定まっていますので管理
者が操作できるものではありませんが、労働時
間などのシフトについては職員の希望を募り翌
月の勤務へ反映させております。また環境整備
ではできる限りストレスが無い様に、またお客
様に関する必要な物は購入しております。

「できるか、できないか、」を考えないで「や
るか、やらないか」を職員にお願いしていま
す。社内研修は今はＷＥＢでの開催になってお
りますが事実事業者内で関わることも多いので
時間を設け開催しています。社外はコロナ禍で
実施できていませんが資格の更新などの講習は
事業所負担で参加していただいています。

朝礼や申し送り時、月1回のミーテイングなど
で出た職員からの意見・提案を反映し改善に努
めています。
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ツクイたまプラーザ　グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

コロナ禍で面会中止などで実施ができておりま
せん。
傾聴でのお話の中で現在は聴き取り共感をさせ
ていただいています。また、暖かくなってきま
したらホーム外での感染対策で面会の再開を予
定しています。

時間に追われ作業にならないように常に余裕を
持つことやお客様重視の意識をお願いしていま
す。

今のコロナ禍ではご面会中止をお願いしており
ますが、基本は一番の薬は「ご家族様に会うこ
と」と考えます。ご本人だけではなく、ご家族
様がホームに何を想うことが個々に違っていま
すのでそこの把握も知ることと思ってお願いし
ています。

入居希望の説明から入居までの、ご家族様がお
困りのことを聴き出来ることはホームでおこな
うなど安心していただける入口を作る努力をし
ております。

傾聴しできること、出来ないことをお話しご理
解をいただいております。
また、できないことはできる努力に近づけてお
話させていただきます。
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ツクイたまプラーザ　グループホーム

自己評価
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

入居時より家族の聞き取りからホームでの過ご
し方を見ながらご本人が、どんな生活などをし
てきたのかを紐解きホームでの暮らしもご自身
に沿った環境で暮らしていただけたらと思い寄
り添っています。

日々の業務に追われることなく職員で共感でき
物はみんなで見た聴いたことの支援を介護記録
に落とし看護師も医療との連携で健康状態を維
持しながらできることをお客様にお願いしてお
ります。

退去清算が終了しても、ご連絡などをしていた
だけたらご対応できる体制をお話させていただ
いています。

普段から意識できるように朝礼で声かけではな
く言葉かけを大事にと伝え共感と傾聴を大事に
研修でも接遇マナーを身につけています。

お客様の身体状況やコミュニケーションなど考
慮しフロアの席配列などを考えお客様同士の関
わりをさせていただいています。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

訪問医を月2回第2、第4火曜日に往診していた
だいています。往診での内容などはご家族様へ
状況報告書で報告し他機関の受診などは紹介状
を書いてもらいご家族様と連携しお客様の身体
状況が良い方向に結びつけております。

ご本人様、ご家族様の意向を重視し都度のニー
ズに合わせ既存のサービスだから考えず多方面
からの考えや今、お客様が何を望んでいるのか
を想いそれに近づけて取り組んでおります。

地域の資源は大事なことで関わりも含め、ご本
人様が安心安全で暮らしていけるように考えて
おります。

ご本人、ご家族様のホームでの暮らし方などを
聞き取り、今必要なサービスが適切であるかを
朝礼時には介護の申し送りなどで反映を図って
おります。

24時間を通してお客様の身体、生活状況を現在
は介護記録をタブレット端末に入力し全員で共
有し変化時は医療へ繋げたり介護の見直しに役
立てております。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

事業所で緊急時、急変時の研修をおこない初期
対応として人命優先をお願いし救急搬送の初動
対応をお願いしその後、管理者へ報告どもよい
としている。現在は救急要請無しのお客様はい
ませんので救急車到着まで約6分の意味を伝達
し管理者に電話している時間を救急要請に変換
をお願いしています。

ホームは水害は無いので火災、地震を想定した
年2回の消防訓練と避難訓練をおこなっており
ます。身近な期間では1月にお客様の避難方法
の一部として身近にある毛布を利用して体重の
ある方でも引きづりながら非常口まで避難誘導
などの実践を心がけております。

ご家族様の希望の病院を優先し、ホーム側の特
定の病院を設定し病院との関わりを連携し、い
ざという時に迅速な流れにしお客様やご家族様
に安心していただけるようにしております。

状態をご家族様へお伝えし訪問医と連携し往診
時にホームに来ていただき先生より説明してい
ただきホームで最期までの支援をさせていただ
く取り組みをさせていただいております。

介護職員は日常の観察などを看護師に介護記録
や情報を対面で伝え、特に入浴時の皮膚状態を
共有し合える環境をつくり支援させていただき
ます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

食は楽しみのひとつなので、コロナ禍でイベン
トも開催出来き兼ねますがお客様に何を食べた
いですか等を傾聴し喜んでいただくように一緒
に片付けもお願いしています。

職員側の決まりは皆が基本をブレないことやや
ることなどを一律で共有することを位置づけて
いるもので、事業所の理念おひとつでは「ご利
用者様の意思を大切にします」を考え支援して
おります。

ご自身でできる方以外は傾聴しておりますが、
お気に入りがありご家族様の要望もあり、着替
えを普段と違う服を着ても着替えてしまうこと
もあります。

お客様の人権の尊重としてプライバシー・人権
擁護に関する研修を実施し排泄介助などで羞恥
心に配慮しています。

飲みものひとつにしても、こちら側の都合にな
らないようにし水分補給などでは飲みたいもの
を飲んでいただきたいと思っています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

排便のコントロールも必要ですがなるべく自然
に排泄できる取り組みを考えています、個々の
ＡＤＬを観察しトイレに座ると排泄される方な
どもいますので介護側が面倒臭いことが無いよ
うにしています。

明日は入浴日ですよ、とか今日は入浴ですとと
話されても忘れてしまうこともありますが、例
えば拒否されたりしましたら次の日にするなど
の清潔な配慮をさせていただいております。

口腔ケアはご自身でできる方はお願いし出来な
い方は職員が対応しています。訪問歯科では2
か所往診をお願いしご家族様の意向を聴いたと
ころにお願いしています。

オムツ、リハパンを使用してもトイレでの排泄
の自立を目標に考えております。失敗はご本人
様だけの目標ではありませんのでトイレへの誘
導もしつつ支援をさせていただいております。

介護記録を参照し申し送りなどでお客様の状態
を把握し看護師も含め特に水分は1日の摂取量
に気をつけ飲んでいただいております。時には
甘い飲み物を購入したりしています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

お客様が個人で金銭を持つことは時に制限はあ
りませんが事業所での金銭管理はおこないませ
んのでそこの部分は気をつけております。

ホームでの生活として、リビングでの共有部分
でのコミュニケーションを大事にしコロナ禍で
もできることをおこなっております。

コロナ禍で外出は自粛しておりますがホーム内
のエントランス前で椅子に座ってお話をできる
限りしております。

なるべく、ご自身の生活スタイルに合わせて寝
たい時に寝ていただいたり、日中もお昼寝など
個々のお客様のスタイルでお願いしています。

できれば、薬に頼らない介護をめざしておりま
す。薬には必ず副作用というリスクがありま
す。ご家族様、往診医、計画作成担当者、看護
師と連携し減薬を考えています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

契約時には、ご家族様の意向や馴染みの物を居
室に置いていただき少しでも環境が心地良く思
い過ごせていただけるようにさせていただいて
おります。

お客様が迷わないようにトイレの位置や居室が
わかるように配慮させていただいております。

高齢者の方が年齢に応じた状況などを考え、以
前に住んでいた環境をご家族様い傾聴し居心地
よく過ごしていただけるように取り組んでおり
ます。

リビングでは共有コミュニケーションの場です
ので、個々の方を考えて席の配列をしていま
す。

ご家族様へはコロナ禍で面会ができていないの
でお電話の取り次ぎをおこなっています。
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

新型コロナ感染感染拡大蔓延防止のた
め地域のお付き合いを中止にしており
ました。

第2類から第5類に変更となりました。
感染力を懸念する部分はありますがコ
ロナ前のように地域との関わりを大切
にしていきたいと思います。

このまま、コロナの収束で関りが無く
ならないようにし飛沫感染防止、流行
性拡大防止に努め、感染時期を見なが
ら取り組んでまいりたいと考えます。

6ヶ月

2 35

備蓄品のリストでは感染対策として揃
えてはいましたが、非常用としてのリ
ストを更新していないため賞味期限切
れが確認されました。

リストの更新を2か月に1回に月初めに
おこない不足、期限切れを無くす。

リスト表を作成し購入をおこない期限
切れなど無くし緊急時に利用できるよ
うにしてまいります。 3ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

2022年度

事業所名　ツクイたまプラーザグループホーム
作成日：2023年　5月　30日


